皆さん

こんにちは。お元気ですか。
さて、情報を送らせて頂きます。お返事の必要はありません。参考にして頂ければ幸いです。

1． LIGHTHOUSEの新たな挑戦を応援してください
　ルーテル学院大学の卒業生である高林真理さんとご主人の賢さんご夫婦がチャレンジしてきたフリースクール｢ひかりの学校｣が、施設を充実させ、LIGHTHOUSEとして新たに生まれ変わりました。子どもたち一人ひとりの思いを受け止め、ともに歩んでいくその姿に、私は感銘を覚えています。近況を送らせて頂きます。どうぞ、これからも応援してくださいますよう、よろしくお願いいたします。
＜ひかりの学校の今まで＞
https://www.dropbox.com/scl/fi/ol2odaj1lnlsfna0gs4ar/.pdf?rlkey=fjvdzvrxtzyve37c94glulsft&dl=0

＜LIGHTHOUSEの近況＞
https://www.dropbox.com/scl/fi/xhxvjq3hi0cuub9rrr9jn/2025-2-1.pdf?rlkey=k31xzmojaie1tfp7y1aol1ano&dl=0

２．半介助✖️半×のすすめ
卒業生であり、参議院議員の天畠大輔さんが代表を勤める｢一般社団法人わおん｣が主催する半介助✖️半×のすすめというトークイベントがおこなわれます。
お誘い文を掲載します。どうぞご参加ください。
「介助者不足が深刻化重度訪問介護の世界。介助一本で働く介助者の存在は以前として重要な存在ですが、裾野を広げていく意味で、別にライフワークがありつつ介助もする、「兼業ヘルパー」の存在がにわかに注目されています。
バンドマン×重度訪問介護ヘルパー
芸人×重度訪問介護ヘルパー
会社員×重度訪問介護ヘルパー
などなど・・。
今重度訪問介護の世界でどのような働き方が広がっているのか。
実際に兼業ヘルパー経験のある皆さんと、実際に兼業ヘルパーによって支えられている当事者に登壇していただきながら、兼業ヘルパーのリアルな働き方について深掘りしていきます。
イベントの前半は各登壇者から兼業ヘルパーについての自身の経験について話してもらい、休憩を挟んだ後半からトークセッションの予定です。
ご参加お待ちしております！」
https://www.dropbox.com/scl/fi/9ttvafuk2p9owxxr1q7hy/.pdf?rlkey=litzkv4631dk561d7tt7t0pl2&dl=0

3． 東京社会福祉士会権利擁護実践研修｢身寄り問題の現状と課題〜今後に向けて｣
　以下の広報が来ています。社会福祉の焦点となっているテーマです。ご参加ください。
https://www.dropbox.com/scl/fi/a6wyehdcufdsugkfffu4o/20251122.pdf?rlkey=t3c9qbkfv5q09ywe7c04e5cos&dl=0

4． NHKからのお知らせ
　地域づくりアーカイブスにご協力いただきました皆様
※本メールはご支援いただいた皆様へ一斉のご案内となりますため、BCCにて送信しております。

平素よりお世話になっております。
NHKならびに関連事業にご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、2015年より運営してまいりました「NHK地域づくりアーカイブス」につきまして、多大なるご協力を賜り、誠にありがとうございます。
このたび放送法の改正によるNHKのインターネットサービス見直しに伴い、9月30日（火）昼12時をもって終了することになりました。

これまでの貴重なご協力に、チーム一同、心より御礼を申し上げます。

掲載映像は一部ですが、引き続き「イモヅル式に学ぼう！NHKラーニング」内の「過去のエピソード」にて公開致します。
https://www.nhk.jp/p/nlearning/ts/61485925G6/episode/te/Q3551QWKZM/

※NHKは10月1日、新しいインターネットサービス「NHK ONE」をスタートさせます。NHK ONEでは、番組の同時・見逃し・聴き逃し配信、ニュース記事や動画の配信など、信頼できる情報や豊かなコンテンツをお届けします。どうぞよろしくお願いいたします。

メールでのご案内をもちまして、甚だ略儀ではございますが、これまでのご厚情への御礼とさせていただきます。
ご多忙の折とは存じますが、ご確認のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。

------------------------------------------
久保　志穂　/ Shiho Kubo
NHK コンテンツ制作局・第2制作センター
TV program director
NHK(Japan Broadcasting Corporation)

5． 全社協のメールニュース
　■ 全社協からのお知らせ等
◆「市区町村社会福祉協議会ボランティア・市民活動センターの機能強化を考
　えるオンラインサロン【第3回】」のご案内
　～誰もがボランティア活動に参加できるような工夫とは？～
　全社協では、令和5年5月策定の「市区町村社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター強化方策2023」の活用により社協VCの機能強化を図ることとし、その一環としてVC担当者を含む社協役職員を対象としたオンラインサロンを昨年度より開催しております。
　第3回は、誰もがボランティア活動に参加できる環境を社協VCとしてどのようにつくっていくか、活動事例を糸口に考えます。社協VCご担当者、社協役職員の皆さまの積極的なご参加をお願いいたします。

【日　　時】2025年10月24日（金）14:00～16:00
【開催方法】オンライン（Zoom）
【参加対象】・都道府県・指定都市社会福祉協議会の役職員、ボランティアセンター担当者・市区町村社会福祉協議会の役職員、ボランティアセンター担当者
【参 加 費】無料
【定　　員】100名
【締 切 日】2025年10月17日（金）17:00 ※先着順
【主な内容】
　○事例発表
　（三重県）
　　明和町社会福祉協議会 地域福祉係長 山田 奏氏
　（滋賀県）
　　彦根市社会福祉協議会 地域づくりボランティアセンター所長 森 恵生氏
　○グループに分かれて情報・意見交換
　○全体会：事例発表について、追加の質疑応答も行います
【詳細・申込】下記URLをご参照ください。
              https://www.zcwvc.net/mypage/news/2025/09/22/7679/
【問合せ先】全社協 地域福祉部（担当／河邉、相澤）
　　　　　　TEL：03-3581-4656　E-mail：vc00000@shakyo.or.jp


◆社会福祉HERO'S 2025
  ＜プレゼンテーター募集＞＜社会福祉学生ヒーローズ賞募集＞スタート！
　（全社協　全国社会福祉法人経営者協議会）

　福祉の仕事の魅力を伝えるイベント、社会福祉HERO'S。
　今年度は2026年1月28日に渋谷ストリームホールにて開催予定。現在以下の
募集がスタートしています。

＜プレゼンテーター募集＞
　「社会福祉の仕事の魅力をもっとみんなに伝えたい!」そんな熱い思いをもつ全国の若手スタッフによるプレゼンコンテスト、それが「社会福祉HERO'S」。8回目の開催となる今年度は、栄えあるベストヒーローズ賞に30万円が贈呈されます！登壇者の審査の様子をSNSで公開し、ベストヒーローズ賞決定には一般投票も採用します。
　福祉現場では、“当たり前”と感じている福祉の魅力や日常を社会に対して伝えることが、若者世代の心を動かすことにつながります！エントリーをお待ちしています。

【応募資格】
　・「社会福祉の魅力をたくさんの人たちに伝えたい!」という熱い思いをもつ、社会福祉協議会を含む社会福祉法人に所属する20代から30代までの若手職員
  ・プレゼンテーターに選ばれたあと、イベント後も含めて全国経営協のPR事業、各メディアの取材に対応いただける方
　・審査会などへの参加が可能な方
　・審査会での動画撮影、その後のSNSへの公開にご協力いただける方
【応募方法】①Googleフォームから、②シートに記入のうえ必要書類をメール。
　　　　　　※事前課題①「社会福祉の現場で実践している挑戦は？」
　　　　　　　事前課題②「自分にキャッチフレーズをつけるとしたら？」
     　　　 ※所属法人の許可をいただいたうえでお申込みください。
【締 切 日】2025年10月3日（金）
【詳細・応募】下記URLをご覧ください。
　　　　　　　http://www.shafuku-heros.com/news/shafukuheros-2025/

＜社会福祉学生ヒーローズ賞募集＞
　高校や大学、専門学校の団体、サークルでの福祉の魅力を伝える創意工夫あ
ふれる活動を表彰します。皆さんの日々の活動をたくさんの人たちに知っても
らえるチャンスです！この機会にぜひともご応募ください。

【審査基準】
　・学生ならではの視点のあるアクションであること
　・地域や学内での活動の広がりが感じられること
  ※授賞が決定した団体には「社会福祉HERO'S TOKYO 2025」へご参加いただ
　　き、表彰式を行います。
【活 動 例】
　・介護施設の高齢者とおしゃべりするボランティア活動を大学のサークルで実施
  ・学内の学生向けに、福祉の魅力発信のフリーペーパーを創刊
  ・地域の商店街と一緒に子ども食堂を始めた高校生のサークル活動
  ・美術系大学の学生と障害者とでアートプロジェクトを立ち上げた
  ・大学の演劇部が障害児とともに劇団を結成し、講演を実現
  ※昨年の受賞団体は下記からご確認いただけます。
　　http://www.shafuku-heros.com/news/event-heros2024-7/
【締 切 日】2025年10月31日（金）
【詳細・応募】下記URLをご覧ください。
     　       http://www.shafuku-heros.com/news/gakuseiheros-2025/

◆全国で「福祉の就職総合フェア」を行います（9月、10月分）
　（全社協　中央福祉人材センター）
　都道府県福祉人材センター及び福祉人材バンクにおいて、福祉のお仕事に関する就職総合フェアを行います。
  各都道府県内の求人事業所がブースを出し、福祉の職場や仕事内容の説明をしたり求職者の質問に直接お答えします。その他、福祉の仕事や就職活動の理解を深めるセミナーや事業所職員によるトークセッション、介護ロボット展示、転職時の資金の貸付事業（介護分野就職支援金貸付事業等）の案内等、さまざまなプログラムが行われています（開催都道府県により内容は異なります）。
　下記URLより詳細が確認できますので、ご興味のある方はぜひご参加ください。ご不明な点は、各センター・バンクにお問合せください。

【掲載内容】2025年9月、10月分
【詳　　細】下記URLをご覧ください。
            https://www.fukushi-work.jp/news/detail_67.html

■ 他団体からのお知らせ等
◆〔11月中旬締切〕2025年度「児童・少年の健全育成助成（物品助成）」「生
　き生きシニア活動顕彰」のご案内【訂正配信】（公益財団法人日本生命財団（ニッセイ財団））

　ニッセイ財団では、人間性・文化性あふれる真に豊かな社会をめざして「児童」「高齢」「環境」を中心に6事業を実施しています。
　現在、標記2種類の助成・顕彰を開始しておりますのでお知らせします。

＜児童・少年の健全育成助成（物品助成）＞
　次代をになう児童・少年が健やかに育っていくために、定期的に継続して行っている活動を、都道府県知事の推薦に基づき助成
【対象団体】(1)申請時点で設立後1年以上の活動実績がある団体
　　　　　　(2)常時10名以上の構成員がいる団体
　　　　　　　 ※「子育て支援活動」「療育支援活動」「フリースクール活
　　　　　　　 動」を行う団体は、活動の対象となる児童・少年の延べ人数を含めます。
　　　　　　(3)構成員の半数以上が18歳未満の児童・少年である団体
               ※「子育て支援活動」「療育支援活動」「フリースクール活動」を行う団体には、この要件を適用しません
　　　　　　(4)少なくとも月1回以上を目処として定例活動を行っている団体
         　 (5)助成により購入した物品を直接・継続的に活用し管理できる団体
【対象活動】(1)自然と親しむ活動
　　　　　　(2)異年齢・異世代交流活動
　　　　　　(3)子育て支援活動
　　　　　　(4)療育支援活動
　　　　　　(5)フリースクール活動 
【対象物品】その活動になくてはならない直接活用物品で、子どもたち自らが
　　　　　　主体的・継続的に共有して活用する物品。
　　　　　　※対象活動を安全・円滑に実施するために必要な物品も対象
【助成金額】1団体あたり30万円～80万円
 ※前回配信において、助成金額に誤りがございました。お詫びして訂正いたします（誤：30万円～60万円）。

＜生き生きシニア活動顕彰＞
　高齢者が主体となって行う地域貢献活動に対して、都道府県知事の推薦に基づき顕彰

【対象団体】高齢者が主体となり、長きにわたり継続して月1回以上の地域貢
            献活動に取り組んでおり、今後も安定した活動が見込まれる民間
            の団体（法人格の有無は問いません）
【対象活動】(1)高齢者による児童・少年の健全育成活動
　　　　　　(2)高齢者による障がい者支援活動
　　　　　　(3)高齢者による高齢者支援活動
　　　　　　(4)高齢者による地域づくり活動
【顕彰内容】1団体5万円

＜両事業とも＞
【応募期間】2025年9月中旬～11月中旬（都道府県により異なります）
　　　　　　※具体的な期日等は、日本生命財団ホームページに記載の都道府
　　　　　　　県（行政）の担当部門にご確認ください。
【詳細・応募】下記URLをご覧ください。
　　　　　　　http://www.nihonseimei-zaidan.or.jp
【問合せ先】日本生命財団 助成事業部
　　　　　 TEL：06-6204-4014　FAX：06-6204-0120


◆令和7年度「食品アクセス全国キャラバン（第1回）」のご案内
　（農林水産省）

　経済的理由により十分な食料を入手できない、人口減少・高齢化等により買物困難者が増加しているなど、経済的・物理的な食品アクセス問題が顕在化しています。双方の食品アクセスの確保に向けて、農林水産省および関係省庁が合同で各地域の関係者・団体等に対し、令和8年度予算概算要求事業等を紹介します。
　各省庁の支援策をまとめて聞くことができる機会です。参加無料、事前申込不要、オンライン開催です。

【日　　時】①北海道・東北・関東・北陸・東海ブロック
            2025年9月25日（木）
            ②近畿・中国四国・九州・沖縄ブロック
　　　　　　2025年9月26日（金）
　　　　　　いずれも、＜経済＞10:15～11:45、　＜物理＞14:00～15:30
　　　　　　※全2回は同内容。所属地域の開催日に参加が難しい場合は、他地域の開催日への参加も可能です。
【開催方法】オンライン（Teams）
【参加対象】都道府県・市町村、農業協同組合、農業協同組合連合会、漁業協同組合、消費生活協同組合、社会福祉協議会、フードバンク、こども食堂、物流事業者など
【参 加 費】無料
【内　　容】
　○第一部：経済的アクセス
　  (1)令和8年度予算概算要求・非予算事業の説明等
    (2)質疑応答を含む意見交換
    ※紹介する支援策
　　　①食料提供に資する体制づくり
　　　②フードバンク、こども食堂等による食料提供活動への支援
　　　③フードバンク、こども食堂等への食料提供
      ④食品アクセスの状況や対策事例等
　○第二部：物理的アクセス
　　(1)令和8年度度予算概算要求・非予算事業の説明等
    (2)質疑応答を含む意見交換
    ※紹介する支援策
　　　①移動販売等の拠点となる施設の整備
　　　②店舗への交通手段の確保
　　　③移動販売等で店舗を届ける
　　　④商品を届ける
　　　⑤食品アクセスの状況や対策事例等
【参加方法】開催日時になったら、下記詳細ページより参加URLをクリックするか、以下のIDとパスコードよりTeams会議（オンライン）に入室してください。
　　　　　　会議ID：413 154 135 524 0
　　　　　　パスコード：45fL6yc2
【詳　　細】下記URLをご覧ください。
　　　　　　https://www.maff.go.jp/j/syouan/access/yosan/attach/pdf/zenkoku-caravan0701-1.pdf
            関連資料掲載（農林水産省webページ）
            https://www.maff.go.jp/j/syouan/access/yosan/zenkoku-caravan0701.html
【問合せ先】農林水産省 消費・安全局 消費者行政・食育課  （食品アクセス企画G）
            TEL：03-3502-2349

◆「令和7年度社協のための『広報のチカラ』講座（全8回）」のご案内
　～第7回 広報×コミュニティワーカー講座～ 
　（元社協職員で構成する「全国社協広報紙コンクール実行委員会」）

　昨年度に引き続き、社協広報に特化した「令和7年度社協のための『広報のチカラ』講座（全8回）」を開催中です。
　第7回講座は豊中市社協事務局長の勝部麗子さんをお招きします。第7回講座
のみの参加も可能です。

【名　　称】第7回 広報×コミュニティワーカー講座
            ～令和7年度社協のための「広報のチカラ」講座
【日　　時】2025年10月21日（火）13:30～15:30
【開催方法】オンライン（Zoom）
　　　　　　※申込者限定で後日YouTubeにてアーカイブ配信します。
【参加対象】広報担当者等すべての社協職員
【参 加 費】1アカウント2,200円（全8回参加6,600円で全て参加・視聴可能）
            ※1アカウントで複数名閲覧することはできません。
　　　　　　※過去回はアーカイブ配信で視聴可能です。
【締 切 日】2025年10月14日（火）
【令和7年度講座内容】
　第1回 「伝わる」ための広報講座（アーカイブ配信中）
  第2回 受賞広報紙から学ぶレイアウト講座  （アーカイブ配信中）
  第3回 受賞広報紙から学ぶ写真講座（アーカイブ配信中）
  第4回 最優秀賞社協から学ぶ広報紙講座（アーカイブ配信中）
  第5回 優秀賞社協から学ぶ広報紙講座（アーカイブ配信中）
  第6回 ホームページ・SNS活用講座 （アーカイブ配信中）
  第7回 広報×コミュニティワーカー講座（10月21日開催）
      〔講師〕勝部 麗子氏（豊中市社会福祉協議会 事務局長）
  第8回 TTPT講座（質疑応答中心）（11月開催予定）
【参加申込】専用ホームページより申込みください。
　　　　　　https://www.shakyokoho.print-for.com/
【問合せ先】事務局：Printコーディネーター窄口（さこぐち）
　　　　　　E-mail：shakyokoho@print-for.com
　　　　　　TEL：050-3569-0511


◆「第2回パープルリボン作曲賞本選会」のご案内
　～音楽で 非暴力の輪 広げよう!!～
　（パープルリボン作曲賞事務局）

　パープルリボンは、女性に対する暴力撤廃運動の国際的シンボルマークです。
非暴力の文化としての音楽財産を掘り起こす《パープルリボン作曲賞》では、
その理念を持つ音楽を広く公募しています
　11月25日は「国連・女性に対する暴力撤廃デー」です。この作曲賞の理念に
ふさわしい日に本選会を行い、応募作を演奏し、審査員の合議で受賞作を決定
します。「stopセクハラ・DV・性暴力」推進をテーマに集まった作品の数々を、
当日は心ゆくまで味わっていただきます。

【日　　時】2025年11月25日（火）19:00～21:00
【会　　場】日暮里サニーホール・コンサートサロン
　　　　　　（東京都荒川区東日暮里5-50-5 アートホテル日暮里ラングウッ
              ド4F）
【参 加 費】電話予約・事前振り込み／1,000円、当日／1,300円
【定　　員】80名
【審 査 員】野村 誠氏(作曲家、ピアニスト) ／清水 友美氏(ピアニスト、作
            曲家)／草柳 和之氏(大学非常勤教員、心理士)
【特別演目】野村 誠氏「DVがなくなる日のための『インテルメッツォ(間奏曲)』 
【詳　　細】下記URLをご覧ください。
　　　　　　https://www5e.biglobe.ne.jp/~m-s-c/2025.11.25final%20session-2nd%20purple%20ribbon%20composition%20award%20page.html
【予約・問合せ先】パープルリボン作曲賞事務局
　　　　　　　　　（メンタルサービスセンター内）
　　　　　　　　　〒176-8799 練馬郵便局留
　　　　　　　　　TEL：03-5926-5302／070-5016-1871
　　　　　　　　　URL：http://www5e.biglobe.ne.jp/~m-s-c/



